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まちの話題
広報めいわ 12月号平成20年

(2008年)

平成20年

(2008年)

11
月
２
日
、
漕
代
駅
付
近
の
祓

川
で
、
平
成
８
年
か
ら
祓
川
の
美

化
や
水
質
・
水
量
・
不
法
投
棄
の

調
査
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る

祓
川
環
境
美
化
推
進
協
議
会
（
南

野
光
輝
会
長
、
会
員
68
人
）
な
ど

の
皆
さ
ん
が
、
倒
木
の
伐
採
処
理

を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
自
然
豊
か
な
祓
川
を

み
ん
な
で
美
し
く
す
る
こ
と
に
努

め
、
生
活
環
境
を
美
化
し
、
住
み

よ
い
地
域
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
も

祓
川
の
倒
木
処
理
や
伐
採

祓
川
環
境
美
化
推
進
協
議
会
や

流

域

自

治

会

の

皆

さ

ん

の
。
同
協
議
会
と
松
阪
市
の
祓
川

を
美
し
く
す
る
会
と
の
共
催
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
同
協
議
会
会
員
の

ほ
か
、
祓
川
を
美
し
く
す
る
会
の

メ
ン
バ
ー
、
流
域
周
辺
の
自
治
会

長
な
ど
31
人
が
参
加
。
参
加
者
協

力
の
も
と
３
隻
の
船
に
分
乗
し
、

川
に
せ
り
出
し
た
木
の
枝
を
伐
採

し
た
り
、
ク
レ
ー
ン
を
使
っ
て
川

底
に
沈
ん
で
い
る
倒
木
を
と
り
除

い
た
り
と
、
祓
川
の
環
境
美
化
に

祓川で倒木処理を行う参加者の皆さん

大
淀
祇
園
祭
と
花
火
大
会

フ
ォ
ト
コ
ン
の
結
果

町
観
光
協
会

観
光
協
会
長
賞
「
祭
り
の
日
」

町
観
光
協
会
（
橋
本
久
雄
会
長
）

で
は
、
７
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た

大
淀
祇
園
祭
と
花
火
大
会
の
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
受
賞
者
を
決
定

し
、
11
月
１
日
の
町
民
文
化
祭
で

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
町

内
外
か
ら
27
人
が
42
作
品
を
応

募
。
審
査
の
結
果
、
愛
知
県

清
須
市
の
米
田
　
悟
さ
ん
の

作
品
「
祭
り
の
日
」
が
観
光

協
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。そ

の
ほ
か
、
各
賞
の
受
賞

者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

■
町
長
賞

池
田
美
穂
子
（
松
阪

市
）

■
委
員
長
賞

下
井
佳
美
（
大
淀
）

■
特
別
賞

小
山
み
す
ゞ
（
伊
勢

市
）
、
中
村
幸
正
（
志
摩
市
）
、

中
村
恵
美
子
（
志
摩
市
）
、
佐

保
田
和
子
（
大
淀
乙
）

人
権
セ
ン
タ
ー
で
第
12
回
交
流
祭

体
験
教
室
や
手
作
り
教
室
の
作
品
展
示
な
ど

10
月
25
日
、
人
権
セ
ン
タ
ー
で

第
12
回
交
流
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

れ
は
、
社
会
福
祉
の
向
上
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
を

図
る
た
め
の
拠
点
施
設
で
あ
る
同

セ
ン
タ
ー
で
、
地
域
の
交
流
を
目

的
に
、
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、
明
和
太
鼓
の

演
奏
、
太
極
拳
の
演
技
や
コ
ー
ラ

ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
町
内
各
教
育
集
会
所

の
「
小
学
生
の
つ
ど
い
」
交
流
会

や
、
食
品
サ
ン
プ
ル
作
り
や
デ
ィ

キ
ャ
ル
ク
ラ
フ
ト
、
リ
サ
イ
ク
ル

工
作
な
ど
の
体
験
教
室
、
手
作
り

教
室
の
作
品
展
示
な
ど
の
催
し
が

行
わ
れ
、
多
く
の
参
加
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

食
品
サ
ン
プ
ル
作
り
で
は
、
講

師
か
ら
本
物
そ
っ
く
り
な
て
ん
ぷ

ら
作
り
の
参
考
例
を
教
わ
っ
た

後
、
パ
フ
ェ
作
り
に
挑
戦
。
親
子

で
力
を
合
わ
せ
「
ろ
う
」
を
練
っ

た
り
と
、
参
加
者
は
熱
心
な
表
情

を
み
せ
な
が
ら
、
サ
ン
プ
ル
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

表彰式の様子

食品サンプル作りの体験教室

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
太
極
拳
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まちの話題
広報めいわ 12月号平成20年

(2008年)

平成20年

(2008年)

10
月
26
日
、
町
制
50
周
年
記
念

の
野
球
イ
ベ
ン
ト
「
50
イ
ニ
ン

グ
！
を
目
指
そ
う
　
野
球
大
会
」

が
、
明
和
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
幅
広
い
年

代
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
、

野
球
を
楽
し
み
、
町
制
50
周
年
を

祝
お
う
」
と
町
軟
式
野
球
協
会

（
橋
本
広
基
会
長
）
が
主
催
し
た

も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
午
前
８
時
30
分
に

大
会
を
ス
タ
ー
ト
。
明
和
中
学
校

町
制
50
周
年
記
念

50
イ
ニ
ン
グ
！
を
目
指
そ
う

野
球
大
会

町
軟
式
野
球
協
会

野
球
部
と
同
Ｏ
Ｂ
の
試
合
に
続
い

て
、
町
合
併
前
の
旧
三
和
町
・
斎

明
村
の
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、

野
球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
50
イ
ニ

ン
グ
を
目
指
し
て
、
試
合
を
開
始

し
ま
し
た
。

大
会
の
合
間
に
は
、
ス
ピ
ー
ド

ガ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
や
小
学
生
チ
ー

ム
の
試
合
も
行
わ
れ
、
午
後
９
時

前
に
は
、
見
事
目
標
の
50
イ
ニ
ン

グ
を
達
成
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
小
雨
の
降
る
あ
い

に
く
の
空
模
様
で
し
た
が
、
小
さ

町
制
50
周
年
記
念

明
和
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ

う
に
の
郷
自
然
体
験
工
房
で

親子でザリガニ釣りに挑戦

10
月
25
日
、
明
星
の
う
に
の
郷

自
然
体
験
工
房
で
町
制
50
周
年
記

念
「
明
和
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
子
ど
も
た
ち
が

秋
の
里
山
遊
び
な
ど
を
通
じ
て
、

自
然
環
境
に
触
れ
合
う
と
と
も

に
、
参
加
者
相
互
の
交
流
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
。
町
制

50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
町
更
生

保
護
女
性
の
会
（
野
畑
久
子
会
長
）

が
主
催
し
た
も
の
で
、
本
年
は

「
う
に
の
郷
取
り
入
れ
ま
つ
り
」

と
同
時
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
桜
の
木
な
ど
の
記
念
植
樹
の

後
、
参
加
者
が
３
班
に
分
か
れ
、

里
山
散
策
や
芋
掘
り
、
竹
細
工
の

け
ん
玉
作
り
、
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
、

カ
キ
採
り
な
ど
、
秋
な
ら
で
は
の

里
山
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

お
昼
時
の
食
事
パ
ー
テ
ィ
ー
で

は
、
お
も
ち
や
里
山
汁
が
振
る
舞

わ
れ
、
訪
れ
た
１
６
６
人
の
家
族

連
れ
や
子
ど
も
た
ち
は
、
里
山
の

秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

町
制
50
周
年
記
念

斎
王
参
向
古
道
ま
つ
り

古
道
・
歴
史
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
斎
王
群
行
な
ど

明
星
の
水
池
土
器
製
作
遺
跡
公
園
で

11
月
９
日
、
明
星
の
水
池
土
器

製
作
遺
跡
公
園
を
主
会
場
に
「
第

10
回
斎
王
参
向
古
道
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ま
つ
り
は
「
ふ
れ
あ
い
・

歴
史
・
自
然
」
を
テ
ー
マ
に
、
毎

年
こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
る

も
の
。
地
域
の
皆
さ
ん
で
構
成
す

る
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
村
山

俊
一
会
長
）
が
主
催

し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
参
宮

街
道
や
周
辺
の
神

社
、
里
山
を
散
策
す

る
「
古
道
・
歴
史
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
」
を
は

じ
め
、
業
平
夢
太
鼓

の
演
奏
や
も
ち
つ
き

体
験
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
会
場
を
に
ぎ

わ
せ
ま
し
た
。

お
昼
時
に
は
、
メ

ー
ン
の
催
し
「
斎
王

群
行
」
が
会
場
に
到

着
。
十
二
単
（
ひ
と

え
）
に
身
を
包
ん
だ

斎
王
や
「
斎
王
（
い
つ
き
）
の
舞
」

の
披
露
な
ど
、
み
や
び
や
か
な

「
平
安
絵
巻
」
が
訪
れ
た
皆
さ
ん

を
魅
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
明
星
小
学
校
で
は
町
制

50
周
年
記
念
協
賛
事
業
と
し
て

「
古
道
ま
つ
り
10
周
年
」
の
写
真

展
示
な
ど
が
あ
り
、
鑑
賞
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

な
子
ど
も
た
ち
か
ら
壮
年
・
実
年

ま
で
、
幅
広
い
年
代
の
皆
さ
ん
が

多
数
参
加
。
応
援
の
歓
声
が
飛
び

交
う
中
、
楽
し
く
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

子どもから大人まで、幅広い年代が参加し
ました

十
二
単
に
身
を
包
ん
だ
斎
王



4

まちの話題
広報めいわ 12月号平成20年

(2008年)

平成20年

(2008年)

11
月
１
・
２
日
の
両
日
、
第
34

回
町
民
文
化
祭
が
中
央
公
民
館
・

総
合
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

第
34
回
町
民
文
化
祭

作
品
展
示
や
カ
ラ
オ
ケ
・
芸
能
大
会

消

費

生

活

展

な

ど

多

彩

な

催

し

文化の秋

総
合
体
育
館
で
は
、
絵
画
・
書

道
・
園
芸
・
写
真
・
菊
・
錦
ゴ
イ

な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
作
品
展

示
を
は
じ
め
、
町
環
境
グ
ル
ー
プ

こ
の
ほ
ど
三
重
県
歯
科
医
師
会

の
「
い
い
歯
の
８
０
２
０
表
彰
」

で
、
町
内
か
ら
次
の
皆
さ
ん
が
各

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
80
歳
以
上
で
ご
自
身

の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
人
を
対
象

に
し
た
「
い
い
歯
」
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
入
賞
し
た
皆
さ
ん
は
、
11

月
16
日
に
志
摩
市
で
開
催
さ
れ
た

「
第
13
回
三
重
県
歯
科
保
健
大
会
」

の
席
上
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

（
町
内
関
係
分
、
敬
称
略
、
順
不

同
）

■
三
重
県
歯
科
医
師
会
長
表
彰

（
お
し
ど
り
賞
）
＝
樋
口
静

男
・
登
志
子
（
有
爾
中
）

■
同
（
優
秀
賞
）
＝
脇
田
ゑ
み

（
斎
宮
）、
脇
田
　
博
（
斎
宮
）、

牧
田
次
男
（
大
淀
）
、
森
　
福

男
（
大
淀
乙
）
、
山
口
徳
栄

（
有
爾
中
）、長
岡
信
弘（
上
村
）、

北
口
と
み
へ
（
上
村
）

い
い
歯
の
８
０
２
０
表
彰

有
爾
中
の
樋
口
さ
ん
に
お
し
ど
り
賞
な
ど

の
「
日
常
生
活
に
役
立
つ
ふ
ろ
し

き
の
活
用
法
」
講
習
会
、
学
校
給

食
の
試
食
・
販
売
、
町
す
ず
し
ろ

会
の
「
消
費
生
活
展
」
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

中
央
公
民
館
で
は
、
小
・
中
学

生
の
作
品
展
示
、
婦
人
会
の
食
事

コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
１
日
に
囲
碁

大
会
、
同
日
夜
に
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

町環境グループの「日常生活に役立つふろしきの活
用法」の講習会

総
合
体
育
館
作
品
展
示
の
様
子

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
囲
碁
大
会

町
す
ず
し
ろ
会
の
消
費
生
活
展

子
ど
も
た
ち
の
力
作
が
ず
ら
り
。
小
・
中
学

生
の
作
品
展
示

２
日
に
は
芸
能
大
会
も
行
わ
れ
、

終
日
た
く
さ
ん
の
人
出
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
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まちの話題
広報めいわ 12月号平成20年

(2008年)

平成20年

(2008年)

10
月
26
日
、
平
成
20
年
度
明
和

町
総
合
防
災
訓
練
が
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
担
い
手
セ
ン
タ
ー
・
大
淀

小
学
校
・
役
場
な
ど
を
会
場
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
近
い
将
来
に
発

生
す
る
と
さ
れ
て
い
る
東
海
・
東

南
海
・
南
海
地
震
な
ど
の
大
規
模

地
震
に
備
え
、
大
淀
地
域
で
の
津

波
避
難
訓
練
や
応
急
手
当
訓
練
を

行
い
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
迅

速
か
つ
効
果
的
な
対
応
を
図
る
こ

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
大
淀
小
学
校
な
ど
を
会
場
に
町
総
合
防
災
訓
練

津
波
避
難
訓
練
や
応
急
手
当
・
炊
き
出
し
訓
練
な
ど

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

大
淀
地
区
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
大
淀
小
学
校
の
児
童
・
な
り

ひ
ら
保
育
所
の
園
児
・
町
消
防
団

員
・
町
職
員
な
ど
約
８
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
午
前
８
時
30
分
に

熊
野
灘
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
８
・
３
、
震
度
６
強
の

地
震
が
発
生
し
た
想
定
で
、
対
策

本
部
を
設
置
。
そ
の
後
、
気
象
台

か
ら
の
津
波
警
報
の
発
表
を
受

け
、
大
淀
地
区
の
皆
さ
ん
と
児

童
・
園
児
た
ち
は
、
一
時
避
難
先

で
あ
る
大
淀
小
学
校
な
ど
か
ら
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
の
道
の
り

を
、
徒
歩
で
移
動
す
る
津
波
避
難

とまとーずの交通安全教室
11月12日、斎宮幼稚園で「とま

とーずの交通安全教室」が行われ

ました。

とまとーずは、松阪市・明和

町・多気町で、幼児・児童・高齢者・事業所などの皆さ

んを対象に、平成18年から交通安全活動を行っている

「交通安全教育指導員」です。

この日は、５歳児とその保護者の皆さんが教室に参加。

とまとーずの指導で、交差点や踏切などでの歩行練習を

行いました。

この教室は、町内の各幼稚園・保育所で、来春の小学

校入学を控えた園児たちなどを対象に行われています。

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

午
前
10
時
、
各
所
へ
の
避
難
が

完
了
す
る
と
、
各
会
場
で
は
避
難

所
開
設
訓
練
や
応
急
手
当
訓
練
・

炊
き
出
し
訓
練
・
非
常
食
の
試
食

体
験
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
担
い
手
セ
ン
タ
ー
で
は
、

明
和
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
・
プ
ラ
ス
１
の
皆
さ
ん
に
よ
る

防
災
に
関
す
る
ク
イ
ズ
や
、
水
や

食
料
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
い
っ
た
非

常
持
ち
出
し
物
品
の
展
示
、
新
潟

県
中
越
沖
地
震
な
ど
に
お
け
る
建

物
倒
壊
写
真
の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

が
あ
り
、
見
学
者
の
皆
さ
ん
は
、

展
示
物
を
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

交通安全教室の様子

大淀地区の皆さんによる津波避難訓練

住民参加型の応急手当訓練

大淀小学校での応急手当訓練

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
講
評

炊き出し訓練と非常食の試食コーナー
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くらし
広報めいわ 12月号平成20年

(2008年)

年始のごみ収集の開始日 

燃やせるごみ 

 
月・木コース 
１月５日(月)

火・金コース 
１月６日(火)

１月14日(水) １月７日(水)
１月８日(木)

１月７日(水) １月９日(金)

１月19日(月)
※１月16日(金)の 

正午までに生活環 

境課へお申し込み 

ください。 

缶・金属類 ペットボトル 紙・布類 
その他プラ 

スチック類 

粗大ごみ 

有料収集 

資源ビン・ガ 

ラス・陶磁器 
 

 

※自治会によって 
異なります。 

年末のごみ収集の最終日 

燃やせるごみ 

臨時収集 
月・木コース 
12月29日(月)

火・金コース 
12月30日(火)

12月24日(水) 12月17日(水)
12月25日(木)

12月24日(水) 12月26日(金)

12月22日(月)
※12月19日(金)の 

正午までに生活環 

境課へお申し込み 

ください。 

缶・金属類 ペットボトル 紙・布類 
その他プラ 

スチック類 

粗大ごみ 

有料収集 

資源ビン・ガ 

ラス・陶磁器 
 

 

※自治会によって 
異なります。 

年
末
の
ご
み

臨
時
受
け
入
れ

伊
勢
広
域
環
境
組
合
清
掃
工
場

で
は
、
年
末
に
ご
み
を
直
接
持
ち

込
ん
で
い
た
だ
け
る
「
ご
み
臨
時

受
け
入
れ
」
を
、
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

■
日
時

12
月
29
日
6
・
30
日
7

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
日
の
お
知
ら
せ

生
活
環
境
課
（
H
52
・
７
１
１
７
）

年末年始の

役場業務案内

平成20年12月27日Vから平成21

年１月４日Pまで、年末年始のため

役場業務をお休みさせていただきま

す。

ただし、この期間中も出生届・死

亡届・婚姻届など戸籍関係の届け出

は、通常どおり役場窓口で受け付け

ます。また、火葬・埋葬の申請は、

１月１日（元日）を除き、役場窓口

で受け付けます。

詳しくは、総務課（H52・7111）

へお問い合わせください。

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時
30

分
〜
正
午
と
午
後
１
時
〜
４
時

45
分

■
持
ち
込
め
る
ご
み
の
種
類
　
燃

や
せ
る
ご
み
、
缶
・
金
属
類
、

粗
大
ご
み
（
た
だ
し
、
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
対
象
４
品
目
の
テ

レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
エ

ア
コ
ン
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
処
理
方
法
は
、

「
ご
み
集
積
所
収
集
カ
レ
ン
ダ

ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

■
料
金

①
燃
や
せ
る
ご
み
＝
有

料
、
②
缶
・
金
属
類
、
粗
大
ご

年
末
年
始
の
ご
み
は
、
通
常
時
期
よ
り
も
大
変
多
く
排
出
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、「
燃
や
せ
る
ご
み
」
を
優
先
的
に
収
集
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
缶
・

金
属
類
、
資
源
ビ
ン
、
ガ
ラ
ス
、
陶
磁
器
は
収
集
で
き
な
い
期
間
が
長
く

な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
ご
み
・
資
源
化
物
の
収
集
日
程
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
は
、
本
年
度
当
初
に
各
ご
家
庭
に
配
布
し
た
「
ご
み
集
積
所
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

み
＝
60
㌔
以
下
は
無
料

※
年
末
年
始
は
、
毎
年
清
掃
工
場

が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
で
き

る
限
り
通
常
収
集
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
年
始
は
平
成
21
年

１
月
５
日
6
か
ら
通
常
収
集
業
務

を
開
始
し
ま
す
。

１
月
12
日

成
人
の
日
の
ご
み
収
集

ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
に
あ
た
る

平
成
21
年
１
月
12
日
6
は
成
人
の

日
で
祝
日
で
す
が
、
「
月
・
木
コ

ー
ス
」
の
燃
や
せ
る
ご
み
の
収
集

を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
日
は
伊
勢
広
域
環

境
組
合
清
掃
工
場
へ
の
一
般
持
ち

込
み
も
で
き
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
ご
み
収
集
に
つ
い
て
、
そ
の
ほ

か
詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課
（
H

52
・
７
１
１
７
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
末
の

し
尿
の
く
み
取
り

申
し
込
み
12
月
10
日
ま
で
に

12
月
の
し
尿
の
く
み
取
り
は
、

一
度
に
集
中
し
ま
す
。
12
月
中
の

く
み
取
り
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

必
ず
12
月
10
日
8
ま
で
に
、
明
和

ク
リ
ー
ン
㈱
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
同
社
（
H

52
・
５
５
１
７
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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12月の日曜（窓口）開庁予定日　７・14・21日の各日曜日

町では、３月から「日曜（窓口）開庁」を試行実施しています。日曜（窓口）開庁では、住民票・戸籍など各種証明

書の発行や各種申請書の受付事務などを行っています。

■12月の日曜（窓口）開庁予定日 ７日、14日、21日（各日曜日）

※12月28日と１月４日の各日曜日は閉庁します。

※選挙の投票日当日となる日曜日は開庁しませんので、ご了承ください。

■開庁時間 午前８時30分から午後５時15分まで

※正午から午後１時までの間は、窓口を閉じさせていただきますので、ご了承ください。

■取扱事務 窓口事務が中心になります

※取扱事務の詳細内容については、別途各世帯にお配りしました日曜（窓口）開庁取扱事務案内チラシか、町ホー

ムページ（\h t t p : / / www . t ow n . m e i w a . m i e . j p /）をご覧いただき、事前にご確認くださいますようお願

いします。そのほか、詳しくは政策課（]52・7112）へお問い合わせください。

町では、町民の皆さんと町長の直接対話や情報交換を通して、その声を積極的に町政

に取り入れていくため、10月から毎月１回、町民の皆さんを対象に「町長日曜座談会」

を実施しています。12月と１月の実施内容は次のとおりです。皆さん、お気軽にお申し

込みください。

■12月の町長日曜座談会 12月14日P 午前８時30分～９時30分、午前10時～正午の　

うち、個人またはグループ・団体あたり１時間程度　…申込期限　12月８日Q

■１月の町長日曜座談会 １月18日P 午前９時～正午のうち、個人またはグループ・

団体あたり１時間程度　…申込期限　１月13日R

■各回共通事項　①ところ＝町役場庁舎１階　町長室、②対象＝町内に在住する人、または町内に在住・在勤する人

で構成する各種団体・グループなど、③申し込み＝所定の申込書に必要事項（希望テーマなど）を記入のうえ、総

務課へ提出してください（土曜日・祝日、年末年始を除く。午前８時30分～午後５時15分）

※申込者多数の場合は、先着順とさせていただきます。平成21年１月以降の日程は、毎月の広報めいわでお知らせし

ます。そのほか、詳しくは総務課（]52・7111）へお問い合わせください。

町長日曜座談会　12月14日・１月18日（事前申し込みが必要です）

11
月
16
日
、
町

環
境
美
化
協
力
員

の
皆
さ
ん
が
、
町

内
各
所
の
不
法
投

棄
現
場
の
確
認
を

行
い
ま
し
た
。

環
境
美
化
協
力

員
は
、
不
法
投
棄

の
抑
制
、
健
康
で

快
適
な
社
会
環
境

の
創
造
の
た
め

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
不
法
投
棄
の

パ
ト
ロ
ー
ル
・
環

境
美
化
啓
発
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま

す
。こ

の
日
は
、
協

力
員
９
人
が
現
場

確
認
に
参
加
。
小

雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
空
模
様
で

し
た
が
、
大
淀
・
下
御
糸
地
区
の

海
岸
を
中
心
に
、
不
法
投
棄
現
場

の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

町
で
は
、
今
回
確
認
・
発
見
し

た
不
法
投
棄
物
に
つ
い
て
、
協
力

員
の
皆
さ
ん
な
ど
の
協
力
を
得

て
、
今
後
、
撤
去
作
業
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
で
は
「
町
環
境
美
化

協
力
員
」
の
登
録
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。
環
境
美
化
に
関
心
の

あ
る
人
な
ど
、
ぜ
ひ
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
生
活
環

境
課
（
]
52
・
７
１
１
７
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

環
境
美
化
協
力
員
の
皆
さ
ん
が

不
法
投
棄
現
場
の
確
認

大
淀
・
下
御
糸
地
区
の
海
岸
を
中
心
に海岸堤防付近の不法投棄現場を確認する環境美化協力員の皆さん

皆
さ
ん
、
町
長
と
お
気
軽
に

お
話
し
く
だ
さ
い

くらし
広報めいわ 12月号平成20年

(2008年)



8

くらし
広報めいわ 12月号平成20年

(2008年)

町の花　のはなしょうぶ
（どんど花）

平成21年１月11日に

町の成人式を開催します

教育委員会では、新成人を祝う「成人式」を平成21年１月11

日Pに開催します。

●案内状は届いていますか
教育委員会から、昭和63年４月２日から平成元年４月１日ま

でに生まれた人に、成人式の案内状を送付しました。案内状が

届いた人は、12月11日{までに返信してください。

なお、対象者で案内状が届いていない人や「現在は転出して

いるけれど、明和町の成人式に出席したい」という人は、教育

委員会教育課までご連絡ください。

●実行委員会のメンバーを募集
成人式の開催にあたり、教育委員会では、式典の受け付けな

どを手伝っていただく「実行委員会」のメンバーを募集します。

昭和63年４月２日から

平成元年４月１日まで

に生まれた人で、ぜひ

やってみようと思う人

は、教育委員会へご連

絡ください。

※詳しくは、町教育委

員会教育課（H 5 2・

7124）へお問い合わせ

ください。

育
児
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

目
指
す
「
お
ひ
さ
ま
広
場
」
の
ミ

ニ
運
動
会
が
、
10
月
21
日
に
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。お

ひ
さ
ま
広
場
で
は
、
主
に
未

就
園
児
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
、
子
育
て
親
子
の
交
流
や
、

自
由
に
集
え
る
遊
び
の
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
ミ
ニ
運
動
会
に
は
、

午
前
・
午
後
合
わ
せ
て
約
60
組
の

親
子
が
参
加
。
ボ
ー
ル
を
使
っ
た

遊
び
、
風
船
と
り
ゲ
ー
ム
な
ど
で

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

参
加
し
た
保
護
者
は
「
親
子
と

も
ど
も
に
遊
び
や
交
流
、
ま
た
意

見
交
換
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
利
用
し
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

お
ひ
さ
ま
広
場
は
、
毎
月
10
〜

12
日
ほ
ど
の
開
催
日
を
設
定
し
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
の
和
室

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
月
の
開

催
日
や
参
加
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
福
祉
子
育
て
課
（
H
52
・
７
１

１
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

子育て親子の交流と遊びの場

お ひ さ ま 広 場 の ミ ニ 運 動 会

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
は
、

ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
と
い
う

皆
さ
ん
の
お
気
持
ち
を
「
寄
附
」

を
通
じ
て
実
現
で
き
る
よ
う
、
寄

附
金
税
制
を
拡
充
し
、
寄
附
を
し

や
す
く
し
た
制
度
で
す
。

地
方
公
共
団
体
（
明
和
町
な
ど
）

に
対
す
る
寄
附
金
の
う
ち
、
適
用

下
限
額
（
５
０
０
０
円
）
を
超
え

る
部
分
に
つ
い
て
、
一
定
の
限
度

額
ま
で
所
得
税
と
個
人
住
民
税
を

合
わ
せ
て
全
額
控
除
さ
れ
ま
す
。

明
和
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
、

関
わ
り
が
深
い
人
な
ど
、
町
を
応

援
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ

ば
、
出
身
地
や
居
住
地
な
ど
に
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
多
く
の

人
に
こ
の
制
度
を
ご
活
用
い
た
だ

き
、
町
を
応
援
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

※
寄
附
の
方
法
な
ど
、
詳
細
内
容

は

町

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（

\

h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.t
o
w
n
.

m
e
i
w
a
.
m
i
e
.
j
p
/

）

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
政
策
課
（
H
52
・
７
１
１
２
、

N

s
e
i
s
a
k
u
@
t
o
w
n
.

m
i
e
-
m
e
i
w
a
.l
g
.j
p

）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
）
の
お
知
ら
せ

政

策

課

本年の成人式の風景

親子で楽しくボール遊び。おひさま広場はみんなの笑顔でいっぱいです
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公
的
年
金
な
ど
の

源
泉
徴
収
票
を
送
付

社
会
保
険
庁

社
会
保
険
庁
で
は
、
公
的
年
金

を
支
払
う
際
に
所
得
税
の
源
泉
徴

収
を
行
い
、
老
齢
年
金
な
ど
を
受

給
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
「
平
成

20
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
」
を
平
成
21
年
１
月
31
日
ま
で

に
送
付
し
ま
す
。

２
つ
以
上
の
年
金
を
受
け
て
い

る
人
や
年
金
の
ほ
か
に
給
与
所
得

な
ど
が
あ
る
人
は
、
確
定
申
告
の

と
き
に
源
泉
徴
収
票
の
添
付
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

に
つ
い
て
は
課
税
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付

さ
れ
ま
せ
ん
。

※
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の
老
齢

年
金
や
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
は
、

税
法
上
「
雑
所
得
」
と
み
な
さ
れ
、

所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま

す
。国

民
年
金
保
険
料
の

強
制
徴
収
を
実
施

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
お

住
ま
い
の
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

す
べ
て
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料

を
納
め
、
皆
で
支
え
あ
う
制
度
で

す
。自

営
業
者
や
農
林
漁
業
者
な
ど

「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
」

に
該
当
す
る
人
は
、
毎
月
決
め
ら

れ
た
保
険
料
額
（
平
成
20
年
度
は

月
額
１
万
４
４
１
０
円
）
を
納
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
度
重
な
る
納
付
督
励

（
督
促
）
を
行
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
納
付
義
務
を
果
た
し

て
い
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
各
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

未
納
者
本
人
だ
け
で
な
く
連
帯
納

付
義
務
者
で
あ
る
配
偶
者
や
世
帯

主
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
強
制

徴
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
が
未
納
の

状
態
で
続
く
と
、
将
来
の
老
齢
年

金
は
も
ち
ろ
ん
、
も
し
も
の
時
の

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も
受
給
で

き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で

保
険
料
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

保
険
料
免
除
制
度
や
若
年
者
猶
予

制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

は
、
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い

す
る
こ
と
に
よ
り
割
引
さ
れ
る
前

納
制
度
や
口
座
振
替
に
よ
る
早
割

制
度
が
あ
り
ま
す
。
口
座
振
替
に

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
」

は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
各
種
情
報

を
提
供
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
を

支
援
す
る
仕
組
み
で
す
。

公
表
す
る
情
報
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
公
表
情
報

①
基
本
情
報

事
業
所
の
名
称
・

所
在
地
・
連
絡
先
、
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
実
績
、
職
種
別
の
従
業

員
数
、
施
設
・
設
備
の
状
況
、

利
用
料
金
な
ど

※
基
本
情
報
は
、
事
業
所
が
自
ら

ご
利
用
く
だ
さ
い

介
護
サ
ー
ビ
ス

情
報
の
公
表

記
入
・
報
告
し
た
内
容
を
そ
の
ま

ま
公
表
し
て
い
ま
す
。

②
調
査
情
報

利
用
者
本
位
の
サ

ー
ビ
ス
提
供
の
仕
組
み
、
従
業

員
の
教
育
・
研
修
の
状
況
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
有
無
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

内
容
の
記
録
管
理
の
有
無
な
ど

※
調
査
情
報
は
、
県
・
指
定
調
査

機
関
の
調
査
員
が
、
事
業
所
を
訪

問
し
て
確
認
し
た
内
容
を
公
表
し

て
い
ま
す
。

■
三
重
県
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公

表
シ
ス
テ
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

\h
ttp
:/
/
k
a
ig
o
s
.p
re
f.

m
ie.jp

/k
a
ig
o
sip
/T
o
p
.d
o

※
詳
し
く
は
、
三
重
県
健
康
福
祉

部
長
寿
社
会
室
（
H
０
５
９
・
２

２
４
・
２
２
６
２
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

くらし
広報めいわ 12月号平成20年

(2008年)

2011年７月24日 地上アナログテレビ放送終了のお知らせ

現行の地上アナログテレビ放送は、地上デジタルテレビ放送への移行に

伴い、2011年７月24日までに終了します。地上デジタルテレビ放送の視

聴方法など、受信に関する相談・問い合わせは、下記までお願いします。

■受信相談 総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター

（H0570・07・0101、またはH03・4334・1111）

■視聴エリア Yデジタル放送推進協会ホームページ

（\h t t p : / w w w . d p a . o r . j p / ）

は
、
毎
月
の
保
険
料
が
翌
月
末
に

引
落
し
さ
れ
る
翌
月
末
振
替
と
、

毎
月
の
保
険
料
が
当
月
末
に
引
落

し
さ
れ
、
月
額
50
円
が
割
引
と
な

る
当
月
末
振
替
（
早
割
制
度
）
が

あ
り
ま
す
。

※
国
民
年
金
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
役
場
長
寿
健
康
課
保
険
年
金
係

（
H
52
・
７
１
１
６
）、
ま
た
は
松

阪
社
会
保
険
事
務
所
（
H
０
５
９

８
・
51
・
５
１
１
５
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

町消防団の秋季訓練

早朝には非常召集訓練も

11月９日、総合グラウンドで明和町消防

団（藪谷一雄団長）の秋季訓練が行われま

した。この訓練は、火災の発生しやすい時

期に備えて、消防団員の技術と士気の高ま

りを図ることを目的とするもの。消防団員

140人が参加し、ホース延長訓練などを実

施しました。

また、同日の早朝には、下御糸漁港で非

常召集訓練も

行われまし

た。消防団員

の皆さん、訓

練お疲れさま

でした。
訓練の様子
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くらし
広報めいわ 12月号平成20年

(2008年)

人権センター＝H ・I 5 5 - 3 0 5 2

教育課＝H 52-7123、I 52-7133

今
月
の
ひ
と
ま
ち

ふ

れ

あ

い

企

画

K

楽
し
い
手
作
り
教
室

参
加
者
募
集

お
正
月
の
寄
せ
植
え
を

作
ろ
う
！

お
正
月
飾
り
用
の
華
や
か
な
寄

せ
植
え
を
作
り
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

12
月
15
日
6

午
前
９

時
30
分
〜
正
午

■
場
所

人
権
セ
ン
タ
ー

■
定
員

20
人
（
先
着
順
）

■
講
師

天
野
ち
あ
き
さ
ん
　

■
参
加
費

１
５
０
０
円

■
持
ち
物

園
芸
用
ス
コ
ッ
プ
・

ゴ
ム
手
袋
・
45
㍑
の
ゴ
ミ
袋
・

新
聞
紙
・
万
能
バ
サ
ミ
・
エ
プ

ロ
ン

■
受
講
資
格

町
内
在
住
の
20
歳

以
上
の
人

■
申
し
込
み

12
月
３
日
8
〜
５

日
:
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
人
権
セ
ン
タ
ー
へ

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を

作
ろ
う
！

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
作
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

12
月
18
日
9

①
午
前

の
部
＝
午
前
９
時
30
分
〜
正

午
、
②
午
後
の
部
＝
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

■
場
所

人
権
セ
ン
タ
ー

■
定
員

各
部
と
も
12
人
（
先
着

順
）

■
講
師

瀧
川
陽
子
さ
ん

■
参
加
費

１
５
０
０
円

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
ふ
き
ん

■
受
講
資
格

町
内
在
住
の
20
歳

以
上
の
人

■
申
し
込
み

12
月
８
日
6
〜
12

日
:
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
人
権
セ
ン
タ
ー
へ

※
各
回
の
参
加
者
が
、
12
人
に
達

し
な
い
場
合
は
、
午
前
の
部
の
み

の
開
催
と
し
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ー
ト
を

作
ろ
う
！

ロ
ー
ス
ト
チ
キ
ン
を
中
心
に
し

た
、
豪
華
な
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
を

作
り
ま
す
。

■
日
時

12
月
23
日
7

第
１

回
＝
午
後
１
時
〜
２
時
30
分
、

第
２
回
＝
午
後
３
時
〜
４
時
30

分
■
場
所

人
権
セ
ン
タ
ー

■
定
員

各
回
と
も
18
人
（
先
着

順
）

■
講
師

村
林
新
吾
さ
ん
（
県
立

相
可
高
校
食
物
調
理
科
教
諭
）

と
同
校
食
物
調
理
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん

■
参
加
費

１
５
０
０
円

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
ふ
き
ん

■
受
講
資
格

町
内
在
住
の
20
歳

以
上
の
人

■
申
し
込
み

12
月
９
日
7
〜
12

日
:
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
人
権
セ
ン
タ
ー
へ

※
各
回
の
参
加
者
が
18
人
に
達
し

な
い
場
合
は
、
第
１
回
の
み
の
開

催
と
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
詳
し

く
は
人
権
セ
ン

タ
ー
（
H
55
・

３
０
５
２
）
へ

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

人 権 デ ー と 人 権 週 間

国際連合（国連）は、1948年（昭和23年）12月

10日に世界人権宣言を採択し、これを記念して12月

10日を「人権デー」と定めました。

法務省および全国人権擁護委員連合会では、各関

係機関および団体のご協力を得て、12月４日から

「人権デー」を最終日とする１週間を「人権週間」と

定め、国民に人権デーの主旨を訴えるとともに人権

意識の普及と高揚を図っています。

また、三重県では1990年（平成２年）３月の県議

会で「人権県宣言」が決議され、これを契機に「差

別をなくす強調月間（11月11日～12月10日）」が設

けられました。

明和町では、12月４日{の早朝に近鉄明星・斎宮

の両駅で、同日夕刻にイオン明和ショッピングセン

ターで街頭啓発を行います。

連
続
人
権
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
第
３
回
目
の
講
座
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
皆
さ
ん
、
多

数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

12
月
12
日
:

午
後
７

時
30
分
〜
９
時
　

■
場
所

人
権
セ
ン
タ
ー

■
演
題

子
ど
も
の
い
じ
め
〜
あ

る
日
突
然
に

■
講
師

沖
本
和
子
さ
ん
（
大
阪

府
吹
田
市
岸
部
第
一
小
学
校
教

諭
）

■
申
し
込
み

不
要

■
そ
の
ほ
か

手
話
通
訳
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
１
週
間
前
ま
で

に
人
権
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー

（
H
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

18
日
に

特
設
人
権

相
談
所
を
開
設

特
設
人
権
相
談
所
を
、
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

い
じ
め
・
差
別
・
隣
人
関
係
な

ど
で
お
悩
み
の
人
は
、
お
気
軽
に

12
月
12
日
に
連
続
人
権
講
座
を
開
催
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くらし
広報めいわ 12月号平成20年

(2008年)

K

シリーズ『自分の身は自分で守ろう！』

12月11日～20日は

年 末 の 交 通 安 全 県 民 運 動

今年も残すところあと１ヵ月です。この時期は、忘

年会などでお酒を飲む機会が多くなりますが、飲酒運

転は絶対にいけません。

飲酒運転は、正常な判断力・注意力・運転能力を狂

わせ、重大事故につながる非常に危険な行為です。

「年末の交通安全県民運動」を機に、皆さんで次の

ことを守り、飲酒運転を根絶し、無事故で新年を迎え

ましょう。

①お酒を飲んだら、絶対に車を運転しない

②お酒を飲んだ人には、車を運転させない

③車を運転する恐れのある人には、お酒を勧めない

また、現在「ハンドルキーパー運動」を推進中です。

「ハンドルキーパー運動」とは、やむを得ず、仲

間と車で飲食店に行く場合、飲まない人（ハンド

ルキーパー）を決め、その人はお酒を飲まず、仲

間を安全に自宅まで送る運動です。ハンドルをキ

ープする（握る）ことによって、貴い命をキープ

（守る）しましょう。

※詳しくは、危機管理室（]52・7110）へお問い合

わせください。

0（ー1） 

0（ー1） 

0（±0） 

0（±0） 1（＋1） 

21（ー2） 4（＋4） 

16（ー5） 

■町内の刑法犯認知件数（平成20年10月１日～31日） 

手　　口 件数（先月比） 手　　口 件数（先月比） 

空き巣狙い 

忍び込み 

ひったくり 

車上狙い 

強制わいせつ 

路上強盗 

そのほか 

合　　計 

※「自販機荒らし」に要注意！ 

10月16日 
  ～11月15日 

前年同時期 
との比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

軽傷者数 

死 者 数 

物損事故件数 

59件 

9件 

9人 

0人 

50件 

579件 

128件 

162人 

0人 

451件 

－76件 

－17件 

－38人 

重傷者数 1人 11人 －5人 

－1人 

－59件 

■町内の交通事故発生状況（平成20年11月15日現在） 

～ そのお酒　飲ませたあなたも　共犯者 ～ 

本年１月 
  からの累計 

平
成
21
年
度
第
１
学
期

放
送
大
学
学
生

募
集
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
（
衛
星
放
送
（
Ｃ
Ｓ
放
送
）
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
含
む
）
の
放

送
を
利
用
し
て
、
お
茶
の
間
に
居

な
が
ら
い
つ
で
も
誰
も
が
大
学
教

育
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
通
信
制

の
大
学
で
す
。

同
大
学
で
は
、
平
成
21
年
度
第

１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
教
養
学

部
学
生
お
よ
び
大
学
院
修
士
選
科

生
・
修
士
科
目
生
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

■
学
生
の
種
類

①
全
科
履
修

生
＝
大
学
卒
業
を
目
的
に
学

ぶ
、
②
選
科
履
修
生
＝
１
年
間

在
学
し
、
興
味
の
あ
る
科
目
を

学
ぶ
、
③
科
目
履
修
生
＝
半
年

間
在
学
し
、
興
味
の
あ
る
科
目

を
学
ぶ

■
入
学
資
格

15
歳
以
上
の
人

（
た
だ
し
、
大
学
卒
業
を
目
的

と
す
る
全
科
履
修
生
は
、
18
歳

以
上
で
高
等
学
校
卒
業
、
ま
た

は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
人
）

■
応
募
期
間

12
月
15
日
6
〜
平

成
21
年
２
月
28
日
;

※
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
　
　
　
　
　
◇
　
　
　

※
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
放
送
大

学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー
（
H
０
５

９
・
２
３
３
・
１
１
７
０
、
I
０

５
９
・
２
３
３
・
１
１
７
９
、
\

h
ttp
://w

w
w
.u
-a
ir.a
c
.jp
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時

12
月
18
日
9

午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時

■
場
所

人
権
セ
ン
タ
ー

■
相
談
員

人
権
擁
護
委
員

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー

（
H
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
・

サ
ラ
金
無
料
相
談
会

県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部

県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部
で

は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
な
ど

の
多
重
債
務
に
悩
ん
で
い
る
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
司
法
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
日
時

平
成
21
年
１
月
29
日
9

午
後
５
時
45
分
〜
８
時
45
分

（
午
後
８
時
ま
で
に
ご
来
場
く

だ
さ
い
）

■
場
所

松
阪
市
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
２
階
人
材
育
成
講
座
室

（
松
阪
市
本
町
２
１
７
６
番
地
）

■
相
談
料

無
料

■
主
催

三
重
県
司
法
書
士
会
松

阪
支
部

※
詳
し
く
は
、
連
絡
事
務
局
　
鈴

木
久
志
さ
ん
（
司
法
書
士
、
H
０

５
９
８
・
23
・
４
６
３
８
）
、
ま

た
は
安
川
浩
二
さ
ん
（
司
法
書
士
、

H
０
５
９
８
・
21
・
３
７
５
５
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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総人口 

男 

女 

総世帯 

23,277人　 

11,268人　 

12,009人　 

7,781世帯 

11月の人口 

出生 

死亡 

転入 

転出 

14人 

19人 

53人 

61人 

10月中の増減 

 

 

乳
幼
児
の
健
診
な
ど

場
所
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
Ｍ
Ｃ
く
ら
ぶ
】

■
日
時

12
月
18
日
9
＝
平
成
18

年
５
月
生
ま
れ
、
１
月
22
日

9
＝
平
成
18
年
６
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
ま

で
に

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
１
歳
６
カ
月
児
の
健
康
診
査
】

■
日
時
・
対
象
児

12
月
12
日

:
＝
平
成
19
年
５
月
生
ま
れ
、

１
月
９
日
:
＝
平
成
19
月
６
月

生
ま
れ

■
受
付
時
間

午
後
１
時
10
分
〜

１
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
３
歳
児
の
健
康
診
査
】

■
日
時
・
対
象
児

12
月
19
日

:
＝
平
成
17
年
５
月
生
ま
れ
、

１
月
16
日
:
＝
平
成
17
年
６
月

生
ま
れ

■
受
付
時
間

午
後
１
時
10
分
〜

１
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
育
児
相
談
】

■
日
時
・
対
象
者

12
月
17
日

8
＝
乳
幼
児
で
月
齢
は
問
い
ま

せ
ん

■
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
〜

10
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み

子
ど
も
の
名
前
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
、
前

日
ま
で
に
福
祉
子
育
て
課
（
H

52
・
７
１
１
５
）
ま
で

※
場
所
は
い
ず
れ
も
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
詳
し

く
は
福
祉
子
育
て
課
（
H
52
・
７

１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

料
理
教
室
の

参
加
者
を
募
集

町
食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議

会
で
は
、
斎
宮
・
明
星
地
区
で
開

催
す
る
料
理
教
室
の
参
加
者
を
、

次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
斎
宮
地
区

■
日
時

12
月
12
日
:

午
前
９

時
30
分
〜
正
午

■
場
所

い
つ
き
会
館
（
斎
宮
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

■
テ
ー
マ

お
手
軽
お
も
て
な
し

料
理

■
対
象

町
内
に
在
住
・
在
勤
の

人

■
参
加
費

５
０
０
円
程
度

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

■
申
し
込
み

12
月
８
日
6
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

永
島
せ
い
子
さ
ん
（
H
52
・
５

２
２
０
）
ま
た
は
須
賀
慶
子
さ

ん
（
H
52
・
０
１
８
７
）

◎
明
星
地
区

■
日
時

12
月
９
日
7

午
前
９

時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

■
場
所

明
星
会
館
（
明
星
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

■
テ
ー
マ

生
活
習
慣
病
予
防

■
対
象

町
内
に
在
住
・
在
勤
の

人
■
参
加
費

３
０
０
円
程
度

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

各
種
が
ん
検
診
の

お
知
ら
せ

場
所
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

広
報
11
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
12
月
17
日
8
の
が
ん

検
診
を
12
月
１
日
o
か
ら
受
け
付

け
ま
す
。
が
ん
検
診
の
種
類
は
胃

が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
で
、

検
診
場
所
は
い
ず
れ
も
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
す
。
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
は
、
長
寿
健
康
課
（
H

52
・
７
１
１
６
）
へ
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
鼻

水
、
喉
の
痛
み
、
頭
痛
、
発
熱
、

倦
怠
感
と
い
っ
た
風
邪
の
症
状
に

加
え
、
肺
炎
な
ど
の
重
い
合
併
症

を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま

た
咳
や
く
し
ゃ
み
に
よ
っ
て
ウ
イ

ル
ス
を
大
量
に
含
ん
だ
患
者
の
し

ぶ
き
が
大
気
中
に
散
ら
ば
り
、
そ

れ
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
他

人
に
感
染
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
他

人
に
移
さ
な
い
、
移
ら
な
い
た
め

に
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
「
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
」
で
す
。

①
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き

は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
口
と
鼻
を

覆
い
ま
し
ょ
う

②
使
用
し
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
袋
な

ど
に
入
れ
て
、
蓋
つ
き
の
ご
み

箱
に
捨
て
ま
し
ょ
う

③
咳
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
、

自
宅
で
も
マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う

④
料
理
、
食
事
前
や
ト
イ
レ
、
外

出
後
は
も
ち
ろ
ん
、
咳
や
く
し

ゃ
み
を
し
た
後
は
、
よ
く
手
を

洗
い
ま
し
ょ
う

こ
れ
ら
は
風
邪
な
ど
に
も
共
通

し
ま
す
。
「
ひ
ろ
げ
よ
う
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
! !
」
を
合
言
葉
に
お
互
い

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
（
H

52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

10
月
15
日
か
ら
平
成
21
年
１
月

31
日
ま
で
の
期
間
で
、
65
歳
以
上

の
人
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
予

防
接
種
の
効
果
が
出
て
く
る
ま
で

に
は
２
週
間
程
度
か
か
り
、
５
カ

月
程
度
は
持
続
す
る
の
で
、
お
忘

れ
の
人
は
12
月
中
旬
ま
で
に
予
防

接
種
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
（
H

52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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収 税 対 策 室 か ら の お 知 ら せ

町収税対策室では、平日の役場開庁時間内に、お仕事の都合などで町

税・保険料の納付・相談が困難な皆さんのために、平日の夜間と日曜日

の窓口を、次のとおり開設しています。皆さん、ぜひご利用ください。

＝平日夜間納付・相談窓口＝
■日時 12月12日U・25日{（開設時間は、いずれも午後５時15分～

８時30分）

■場所・内容 役場収税対策室、町税・保険料の納付・相談

＝日曜納付窓口＝
■日時 12月７日・14日・21日（28日を除く各日曜日。開設時間は、

いずれも午前８時30分～午後５時15分。ただし、正午から午後１時

までの間は窓口を閉じさせていただきます）

■場所・内容 役場会計課、町税・保険料の納付

※詳しくは、収税対策室（H52・7143）へお問い合わせください。

12月の町税・保険料納付（納期限＝12月25日{）は次のとおりです。

納税は早めに済ませましょう。固定資産税以外は年金天引きを除きます。

■固定資産税＝３期　■国民健康保険税＝９期
■介護保険料＝９期　■後期高齢者医療保険料＝５期
※納税には口座振替が利用できます。今月は25日{に、お届けの預金口

座から自動的に振替されますので、納付忘れもなく大変便利です。預金

通帳と金融機関届出印をご持参のうえ、町内金融機関窓口、または収税

対策室で手続きをしてください。そのほか、詳しくは、収税対策室

（H52・7143）へお問い合わせください。

夜間・日曜納税窓口の開設

12月の町税・保険料納付ご案内　納税は忘れず！

■
申
し
込
み

12
月
５
日
:
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

徳
田
圭
子
さ
ん
（
H
52
・
０
８

９
７
）

第
27
回
斎
王
ま
つ
り
の

出
演
者
を
募
集

斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で

は
、
平
成
21
年
６
月
６
・
７
日
の

両
日
に
開
催
さ
れ
る
「
第
27
回
斎

王
ま
つ
り
」
の
出
演
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

■
斎
王
役
ほ
か

斎
王
・
女
別
当

（
に
ょ
べ
っ
と
う
）
役
な
ど
20

人
＝
18
歳
（
平
成
21
年
４
月
１

日
現
在
）
以
上
の
未
婚
女
性
。

書
類
選
考
・
配
役
選
考
会
で
決

定
■
近
衛
使
（
こ
の
え
づ
か
い
）
役

ほ
か

近
衛
使
・
検
非
違
使

（
け
び
い
し
）
な
ど
20
人
＝
18

歳
（
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
）

以
上
の
男
性
・
女
性
。
書
類
選

考
で
決
定

■
舞
人
（
ま
い
び
と
）
役

15

人
＝
中
学
生
（
平
成
21
年
度
）

以
上
の
女
性
。
先
着
順
で
締
め

切
り

■
こ
ど
も
斎
王
役
ほ
か

こ
ど
も

斎
王
・
童
（
わ
ら
わ
）
・
童
女

（
わ
ら
わ
め
）
役
60
人
（
町
内

在
住
50
人
、
近
隣
市
町
在
住
10

人
）
＝
小
学
生
４
〜
６
年
生

（
平
成
21
年
度
）
の
男
女
児
童
。

家
庭
裁
判
所
創
設

60
周
年
を
迎
え
て

家
庭
裁
判
所
は
、
平
成
21
年
１

月
１
日
に
創
設
60
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

家
事
事
件
に
お
い
て
は
、
近
年
、

成
年
後
見
事
件
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
人
事
訴
訟
の
移
管
に

よ
り
、
家
庭
裁
判
所
は
、
家
庭
に

関
す
る
問
題
を
総
合
的
に
取
り
扱

う
裁
判
所
に
な
り
ま
し
た
。

少
年
事
件
に
お
い
て
は
、
近
年
、

事
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
内
容
は
一
層
複
雑
化
し

て
お
り
、
少
年
法
が
３
度
改
正
さ

れ
る
な
ど
、
少
年
事
件
を
取
り
巻

く
状
況
は
大
き
く
動
い
て
い
ま

す
。今

後
も
、
家
庭
裁
判
所
は
、
創

設
以
来
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験

を
生
か
し
、
適
切
な
少
年
審
判
制

度
の
運
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、

利
用
し
や
す
い
裁
判
所
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

先
着
順
で
締
め
切
り
、
こ
ど
も

斎
王
役
は
後
日
抽
選
で
決
定

※
各
出
演
者
の
応
募
は
平
成
21
年

２
月
13
日
:
（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
、
郵
送
の
み
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
応
募
書
類
や
郵
送
先
な

ど
、
詳
し
く
は
斎
王
ま
つ
り
実
行

委
員
会
事
務
局
（
H
52
・
０
０
５

４
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

上
場
株
券
を
お
持
ち
の

皆
さ
ん
へ

株
券
電
子
化
制
度
の

お
知
ら
せ

上
場
会
社
の
株
券
が
電
子
化
さ

れ
、
株
主
の
権
利
が
電
子
的
に
証

券
会
社
な
ど
の
金
融
機
関
の
口
座

で
管
理
さ
れ
る
「
株
券
電
子
制
度
」

が
平
成
21
年
１
月
か
ら
実
施
さ
れ

ま
す
。

お
手
元
の
上
場
株
券
が
他
人
名

義
の
ま
ま
だ
と
、
皆
さ
ん
の
株
主

と
し
て
の
権
利
が
失
わ
れ
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ご
本
人
名
義
で
な
い
と
き
は
、

早
急
に
名
義
書
換
を
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
手
続
き
が
分
か
ら
な
い

人
は
、
お
近
く
の
証
券
会
社
や
信

託
銀
行
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
、
東
海
財
務
局
津
財

務
事
務
所
総
務
課
（
H
０
５
９
・

２
２
５
・
７
２
２
１
）
、
ま
た
は

金
融
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
\

h
ttp
://w

w
w
.fs
a
.g
o
.jp
/

）

へ
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
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【明和町ホームページ】
\http://www.town.meiwa.mie.jp/

1
2
月
号

【明和町Eメールアドレス】
Nsoumu@town.mie-meiwa.lg.jp（総務課）

平
成
2
0
年

（
2
0
0
8
年
）

N
o
.
4
9
4

ふ る さ と 会 館 か ら お 知 ら せいつきのみや歴史体験館からのお知らせ

■日時・内容 ①12月１日Q＝午前９時30分～正午、

行政・心配ごと相談、②12月15日Q＝午後１時30分

～４時、心配ごと相談

■場所 保健福祉センター

※詳しくは、明和町社会福祉協議会（H 52・

7056）へお問い合わせください。

今月の行政・心配ごと相談

おはなし小槌の読み聞かせ

ふるさと会館では、子供を対象とした読み聞かせを次

のとおり行います。楽しいお話しがたくさんあります。

■日時・内容 12月21日P 午後２時～、絵本「おかあ

さんのパンツ」「サンタさんへのてがみ」、紙芝居「か

さじぞう」

■場所 ふるさと会館２階ロビー

クリスマスお話し会

■日時 12月24日S 午後３時～

■場所 ふるさと会館１階児童室

図書館員のお話し会

■日時 12月25日{ 午前11時～

■場所 ふるさと会館１階児童室

郷土の芸術展（絵画の部）

■日時 11月26日S～12月21日P

■場所 歴史民俗資料館（ふるさと会館２階）

クリスマス ストーリーテリング

■日時 12月13日V 午後１時30分～２時、午後５時30

分～６時

■場所 ふるさと会館１階児童室

※詳しくは、ふるさと会館（]52・7131）へお問い合

わせください。

【12月の休館日】

１日Q・８日Q・15日Q・22日Q・23日R・29日Q～31日S

※年始は１月１日{・２日U・３日Vは休館します。詳

しくは、ふるさと会館（H52・7131）へお問い合わせ

ください。

追儺（ついな）のまつり

～先着150人に、丸もちをプレゼント～

「追儺（ついな）」とは、平安時代を中心に宮中で行

われていた大みそかの行事です。いつきのみや歴史体験

館では、この追儺を「追儺のまつり」として再現します。

まつり参加者先着150人に、丸もちをプレゼントしま

す。また、明和町の特産品などの販売もあります。皆さ

ん、年末の年中行事「追儺のまつり」をお楽しみください。

■日時 12月23日R 午後１時～３時

■場所 いつきのみや歴史体験館

■参加費 無料・見学自由

追儺（ついな）のまつりの３役を募集

平安時代の衣装を着て、追儺（ついな）のまつりに参

加してみませんか。まつりに欠かせない陰陽師（おんみ

ょうじ）、方相氏（ほうそうし）、h子（しんし）役の３

役を次のとおり募集します。

■募集内容 ①陰陽師（祭文を読み上げ、まつりを取り

仕切る役）＝１人（大人、男女不問）、②方相氏（四

つ目の鬼の面を付け、高げたを履いて行列を先導する

役）＝１人（大人、男性）、③h子（弓矢を持って、

陰陽師・方相氏の後をついて練り歩く役）＝３人

（小・中学生、男女不問）

■申し込み 12月10日S（閉館日を除く。午後９時30分

～午後５時）までに同館へ

※希望者多数の場合は抽選となります。詳しくは、いつ

きのみや歴史体験館（H 52・3890）へお問い合わせ

ください。

※年末の30日R・31日Sは休館します。また、年始は１

月１日{から開館します。詳しくは、同館へお問い合

わせください。

一人で悩んでいませんか？
●「しつけ？それとも虐待？」

【相談窓口】

明和町福祉子育て課 ]52・7115

中勢児童相談所 ]059-231-5666

※お気軽に、まずはお電話してください。
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